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パート１
後発医薬品90％時代



2025年1月
92.4％

選定療養



2024年10月選定療養効果



沖縄徳島東京





後発品の目標値の
見直しが必要

2029年度末までに全ての

都道府県で80％以上



パート２
後発医薬品産業構造の

あり方検討会

2023年7月31日



座長







ネクスレッジ株式会社は生物
学的製剤や再生医療等製品の
開発、GMP等の薬事規制に適
合した開発、工業化を支援





約30社のうち
シェア率3％
以下が20社





パート３
日薬連の視点















Meiji Seikaファルマとダイト
品目統合に向けて協議開始（新コンソーシアム構想）

• 2025年6月4日、Meiji Seikaファル
マとダイトは後発品企業間による
“新・コンソーシアム構想”実現に
向けた協議を開始したと発表した。

• 小林大吉郎代表取締役社長は同社
の描くコンソーシアム構想につい
て、「基本概念は、各社の既存ア
セットを有効活用して生産拠点を
整理することで、“少品種大量生
産”へ移行すること」。

• さらに受け皿として、「機能統合
法人」を立ちあげ、そこに営業・
信頼性保証機能をアセットとして
切り出し、品目統合（屋号の統
一）をし、生産効率を上げるとい
う考えだ。

• Meiji Seikaファルマ小林大吉郎
社長とダイト松森浩士社長 

https://www.mixonline.jp/Portals/0/Data/ex-press/2025/06/05/%E6%9D%BE%E6%A3%AE%E7%A4%BE%E9%95%B7%E3%81%A8%E5%B0%8F%E6%9E%97%E7%A4%BE%E9%95%B7%E3%80%8020250526.jpg?792


パート４
JGAの視点









2025年6月



2027年にも前倒し達成？

• 日本ジェネリック製薬
協会は6月18日の記者説
明会で、医薬品不足解
消の時期を2029年度と
する予想を盛り込んだ
「JGA産業構造あり方
研究会」の中間取りま
とめを示した。

• これを受けて、GE薬協
の川俣会長は医薬品不
足の解消「27年度に前
倒し目標」もあると述
べた。

• JGA川俣会長（2025年6
月18日）

課題はヒト
の問題



片寄せによる品目統合



品目、成分の片寄せ効果

• 市場での年間需要が1,000万錠を下回るような製品について、これ
を10数社で供給することは非効率である。

• 企業間での品目統合による生産効率化、いわゆる品目の「片寄
せ」については、国の既存の取り組み（後発医薬品製造基盤整備
基金など）も活用しつつ、生産を数社に集約することにより、生
産現場の効率化だけでなく、原材料や資材の調達コストの削減も
期待される。

• 原薬の調達コストについては、原薬購入にかかる直接のコストに
加え、医薬品製造販売業者による定期的な品質適合性調査・監査
が必要であり、これは原薬の調達量に関わりなく一定のコストを
要している。

• 従って、製造数量の少ない品目を数社に集約することは、こうし
た一連のコストを削減する上でも有効な手段となりうる。

• また、集約を引き受ける企業においては、撤退した数社分を自社
で製造することもありうる





医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議



シェア率3％以下は
品目、成分の片寄せ

対象

2024年5月10日



2026年から
企業指標の社名公開

C



他社が出荷停止又は
出荷量の制限を行っ
た医薬品に対する自
社品目の追加供給の
実施のポイントが高い

A区分
自社都合の出荷
停止や、乖離率が
大きかったところ
がポイントが低

かった



C区分の企業の
お尻に火がつく



品目・成分片寄せには
マッチングアプリが必要



まとめと提言

・後発品90％時代の到来

・後発品使用割合の目標値の見直しが必要
・供給不安は依然として続く
・5年以内の集中改革期間内の供給不安の解消を！
・後発品企業再編では、Meiji Seikaファルマの
コンソーシアム構想に期待
・再編にはまずは品目・成分統合から始めよう。
・それには品目別企業マッチングアプリの開発が必要



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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